
JP 2009-504190 A5 2011.2.24

10

20

30

40

50

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【手続補正書】
【提出日】平成22年12月28日(2010.12.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　センス鎖とアンチセンス鎖を含む構造ＳＸＩＩを有する二本鎖核酸分子：
【化１】

［ここで、二本鎖核酸分子の上側の鎖はセンス鎖であり、下側の鎖はアンチセンス鎖であ
り、前記アンチセンス鎖は、標的ＲＮＡに相補的である配列を含み、各Ｎは独立にヌクレ
オチドであり、各Ｂは存在しても、しなくても良い末端キャップ部分であり、（Ｎ）は、
無修飾でも、化学修飾されていても良い、非塩基対形成ヌクレオチド又はオーバーハング
ヌクレオチドであり、［Ｎ］はリボヌクレオチドであるヌクレオチド位置であり、Ｘ１及
びＸ２は独立に約０～約４の整数であり、Ｘ３は約９～約３０の整数であり、Ｘ４は約１
１～約３０の整数であって、但しＸ４とＸ５の合計は約１７～３６であり、Ｘ５は約１～
約６の整数であり、ならびに
　（ａ）アンチセンス鎖中に存在する任意のピリミジンＮヌクレオチドは２’－デオキシ
－２’－フルオロヌクレオチドであり、アンチセンス鎖中に存在する任意のプリンＮヌク
レオチドは２’－Ｏ－メチルヌクレオチドであり、
　（ｂ）センス鎖中に存在する任意のピリミジンＮヌクレオチドは２’－デオキシ－２’
－フルオロヌクレオチドであり、センス鎖中に存在する任意のプリンＮヌクレオチドはデ
オキシリボヌクレオチドであり、および
　（ｃ）任意の（Ｎ）ヌクレオチドは、２’－Ｏ－メチル、２’－デオキシ－２’－フル
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【請求項２】
　Ｘ５＝１、２又は３；各Ｘ１及びＸ２＝１又は２；Ｘ３＝１２、１３、１４、１５、１
６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９
又は３０、並びにＸ４＝１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、２４
、２５、２６、２７、２８、２９又は３０である、請求項１に記載の二本鎖核酸分子。
【請求項３】
　Ｂが、センス鎖の３’及び５’末端に存在する、請求項１に記載の二本鎖核酸分子。
【請求項４】
　ｓｉＮＡ分子のセンス鎖、アンチセンス鎖又はセンス鎖とアンチセンス鎖の両方の３’
末端上の第１の末端（Ｎ）における１個以上のホスホロチオアートヌクレオチド間結合を
含む、請求項１に記載の二本鎖核酸分子。
【請求項５】
　薬剤として許容される担体又は希釈剤中に請求項に記載１の二本鎖核酸分子を含む、組
成物。
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